
SAP ERP 環境の AWS 移行により
TCO を 25％ 削減するとともに BCP 対策強化を実現
情報システム担当はビジネスに貢献する企画にシフト

お客様導入事例：医療／スポーツ／ヘルスケア

日本シグマックス株式会社

「身体活動支援業」を通して
人々に元気を提供

1973 年の創業以来、40 年以上にわたり整
形医療の分野において、医療用サポーター、
ギプスなどの外固定製品の製造、販売を中
心に事業を展開する日本シグマックス。医
療分野で蓄積した技術をスポーツ分野に応
用して 1993 年にはスポーツ向けブラン
ド『ZAMST（ザムスト）』を発表し、事業を拡
大しました。その品質は、国内外のトップア
スリートからも高い評価を受けています。
医療やスポーツで培ったノウハウは日常生
活の領域にも活用され、腰やヒザなどをサ
ポートするさまざまな製品を提供していま
す。近年は事業のグローバル化を見据えて
中国とアメリカに販売拠点を構え、海外展
開を進めています。経営企画室 広報担当の
佐々木聰氏は「世界に先駆けて社会の高齢
化が進む日本で実証したビジネスモデルを
携え、世界に“元気”を届けてまいります。」
と語ります。
同社のビジネスを支える基幹系システム
は、2000 年にオンプレミス環境で SAP 
ERP を導入以来、2005 年、2009 年、2012 
年に 3 度ハードウェアの更改を重ねてき
ました。現行システムは、2012 年に更改し
ており、ハードウェアの保守切れが迫って
いる中で、オンプレサーバーの保守運用・
ハードウェアの保守切れに影響されないク
ラウドへの移行を前提に検討を開始しまし
た。」と語るのは、経営管理室 スペシャリス
ト システム担当の佐藤淳一氏です。

SAP ERPの豊富な稼働実績と
圧倒的なコストメリットを評価

将来的には SAP も含めた基幹サーバーの
クラウド移行を見据え、2015 年頃より、
AWS の利用を開始しました。当初は業務影
響の少ない各種管理系サーバーでトライア
ルを実施し、グループウェア等のアプリ
ケーション、その後 AWS の WorkSpaces、
ドメインコントローラ、そして全社員が常
時利用しているファイルサーバーの移行を
行いました。ここまで、1 年以上を費やし試
験検証を重ねパフォーマンス・その他に問
題ないことが確認できたため、基幹サー
バーのクラウド移行の検討に入りました。
基幹サーバーを移行するにあたり、改めて
既存のベンダー含め、数社のクラウドベン
ダーの比較検討を行いました。その結果、や
はり SAP の実績・その他オプションサービ
スに加え、コスト面においても、AWS が最
も優れていると判断し採用しました。
SAP ERP の AWS  移行にあたっては、複数
のベンダーの提案内容を精査した中から 
AWS の認定パートナーである BeeX を採
用しました。BeeX は、 SAP システムのクラ
ウド移行に関する深い知見があり、ユー
ザー側へ、負担にならない移行方式を提案
いただけたことが決め手になりました。
SAP ERP はじめ、帳票開発ツール、ワーク
フローシステム、BI ツールを含む基幹系シ
ステムの移行プロジェクトは、2017年5月
にキックオフ。環境構築、テスト、リハーサ
ルなどを経て 2017 年 11 月の 3 連休に移

行を実施しました。今回は、OS と DB の
バージョンアップは行わず既存の環境を移
行することでリスクの軽減を図っていま
す。AWS のサイジングでは、現行のスペッ
クを再現することを優先。EC2 インスタン
スの選定やリソース設定を実施して、コス
トの最適化を図りました。移行時は専用の
ツールを活用し、仮想化環境からマシンイ
メージをそのまま AWS 上に移行すること
で確実性を確保しています。
「結果的に、ダウンタイムは 2 日間で抑え
ることができ、速やかに切り替えて業務を
開始することができました。移行後も SAP 
ERP を含む基幹系システムは安定稼働を
続けており、エンドユーザーは AWS に移
行したことを意識することなく、日々の業
務を行っています。」（佐藤氏）

ハードウェア保守からの解放と
インフラリソースの最適化が実現

SAP ERP の AWS への移行により、年間の
保守費用の総額は約 25％の削減が実現し
ています。データセンターに設置していた
ラック数を 3 から 1に減らすことができ、
そこでのコストも抑えられました。また、
AWS への移行が進んだことで、事業継続対
策の強化につながっています。「経営層から
はコスト削減に加え、BCP 対策が強化でき
たことも高く評価されています。」と佐藤氏
は語ります。
平常時の運用についても、要員の管理負荷
が軽減されました。オンプレミスによる運
用時は、障害が発生すると朝、昼、夜を問わ
ず運用ベンダーから連絡が入り、必要な機
材や対応 SE の手配に追われていました。
AWS への移行後はそれがなくなり、情報シ
ステム部の負荷が軽減されました。
「工数が軽減された分のリソースは、システ
ム企画や開発に割けるようになり、経営や

ビジネスに貢献できるようになりました。」
（佐藤氏）
SAP ERP の AWS 移行に合わせて、先行し
て AWS 上で稼働している管理系システム
についても、インフラ運用ベンダーを  
BeeX に切り替えて一元化しました。その
結果、基幹システムを含めた全リソースの
コストや運用の全体最適化が期待されてい
ます。現在も月に 1 回の定例会を通して、
既存の AWS 環境のバックアップ、自動復
旧の仕組み、監視システムの整備や、パ
フォーマンスの改善などを進めています。
従来は午前 0 時から朝 8 時まで時間を要
することがあった夜間バッチは、現在は 2 
時間ほどで終了するようになりました。夜
間バッチで整合性が取れない場合、日中に
半日かけて再更新することもありました
が、それも短時間で終了するといいます。

自社サービスに AWS の機能を適用し
製品やビジネスの進化に貢献

今後については、今回の AWS 化の際に見
送った Windows Serverと SQL Serverの
アップグレードを、サポートが切れる 2019 
年までに実施することを検討しています。
さらに現行の SAP ERP の保守サポートが
切れる 2025 年に向けて、SAP S/4HANA 
へのアップグレードも含め対応を進めてい
ます。
また、将来に向けて、製品の研究、開発など
直接ビジネスに貢献していくことを構想し
ています。佐藤氏は「例えば当社の医療用サ
ポーターやスポーツ用サポーターに IoT デ
バイスを装着し、センサーから心拍数など
の生体情報を取得して必要に応じてアラー
ムを鳴らしたりすることが考えられます。
今後も引き続き AWS の最新技術をチェッ
クしながら、ビジネス化のアイディアを膨
らませいきたいと思います。」と話します。

医療用のサポーター・装具やスポーツサポーターなどの製造・販売を手がける日本シ
グマックス株式会社。2000 年から SAP ERP を中心とした基幹系システムを運用し
ていた同社は、既存サーバーの更新を機に AWS 上への移行を決断。その結果、年間
のインフラ運用保守費は従来の 25％ 削減を達成するとともに BCP 対策の強化も
実現しました。さらに、情報システム担当はシステム企画などに多くの時間を割けるよ
うになりました。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EC2 
●  Amazon EBS
●  Amazon S3 
●  AWS Direct Connect
●  Amazon VPC

ビジネスの課題
●   ハードウェアトラブル時のベンダー手
配・コントロール工数の削減

●  情報システム部門の要員の管理負荷の
軽減

●  ハードウェアの保守期限切れにともなう
インフラの更新

AWSを選択した理由
●  SAP ERP の稼働実績の豊富さ
●  他社サービスを圧倒するコストメリット
●  先行して移行したアプリケーションサー
バー、管理系サーバーの稼働実績

AWS導入後の効果と今後の展開
●  年間の保守費用の総額を約 25％ 削減
●  ハードウェアに関する管理工数を大幅
に削減

●  夜間バッチ処理が 8 時間から 2 時間
へ短縮

●  事業継続対策の実現による被災リスク
の最小化

●  AWS 上で稼働する全システムのコスト
や運用の全体最適化

●  SAP S/4HANA への移行に向けた調査
●  AI や IoT 技術のビジネスへの適用
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「SAP ERP環境 の AWS への移行により、年間の保守費用の総額は約 25％ 
を削減しました。事業継続（BCP）対策の強化にもつながり、業務停止のリスク
を低減できました。」

日本シグマックス株式会社 経営管理室 スペシャリスト システム担当　佐藤 淳一 氏
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カスタマープロフィール

日本シグマックス株式会社
●  設立年月日： 1973 年 6 月 1 日
●  資本金： 9,000 万円
●  売上高： 99 億 5,000 万円（2018 年 3 

月期）
●  従業員数： 256 名（2018 年 3 月末時点）
●  事業内容：
関節装具、腰痛帯、サポーター、深部静脈
血栓予防用品、超音波骨折治療器、アイ
シング機器など主に整形外科用医療機
器・医療用品の開発・製造・販売・輸出入
スポーツ用サポーター、アイシング用品、イ
ンソールなどの開発・製造・販売・輸出入
日常生活用サポーターの開発・製造・販売

日本シグマックス株式会社
経営管理室
スペシャリスト
システム担当

佐藤 淳一 氏

日本シグマックス株式会社
経営企画室
スペシャリスト

佐々木 聰 氏

APN コンサルティングパートナー

株式会社BeeX

2016年の会社設立以来、SAPシス
テムなどを中心とした基幹クラウド
インテグレーションを専業として、
基幹クラウド基盤構築、クラウドマ
イグレーション（移行）から運用保
守までワンストップでサービスをご
提供しています。「クラウド」と「SAP
システム」に精通した技術コンサル
タントが集結し、特に SAPシステム
を含めた基幹システムのオンプレミ
スからクラウドへの移行に関して
は、業界でトップクラスの技術力と
実績を有しています。


